
 

就
農
人
口
が
減
少
す
る
一
方
で
、

農
業
法
人
等
に
よ
る
求
人
者
数
は

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
農
業
に

お
け
る
労
務
管
理
は
、
季
節
や
天

候
に
よ
る
制
約
を
受
け
や
す
く
、

雇
用
契
約
や
就
業
規
則
等
に
他
産

業
と
は
異
な
る
視
点
が
求
め
ら
れ

ま
す
。 

そ
こ
で
、
二
月
五
日
に
、
行
方

市
の
レ
イ
ク
エ
コ
ー
で
、「
魅
力
あ

る
農
業
経
営
を
目
指
し
て
」
と
題

し
、
農
業
に
お
け
る
雇
用
を
テ
ー

マ
に
行
方
地
域
儲
か
る
農
業
推
進

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
管
内
生
産
者
や
関
係
機
関

約
一
四
〇
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、「
農
業
経
営

に
お
け
る
雇
用
対
策
に
つ
い
て
」

株
式
会
社
オ
ー
レ
ン
ス
パ
ー
ト
ナ

ー
ズ
の
宮
村
氏
よ
り
講
演
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
株
式
会

社
ミ
エ
コ
ズ
ガ
ー
デ
ン
代
表
小
松

氏
か
ら
「
ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ
ン
に
お

け
る
人
材
育
成
に
つ
い
て
」
事
例

報
告
を
行
い
ま
し
た
。 

 

農
業
経
営
に
お
け
る
人
材
雇
用

と
労
務
管
理
に
対
す
る
理
解
を
深

め
る
と
共
に
、
経
営
戦
略
と
し
て

の
人
材
雇
用
を
考
え
る
良
い
機
会

と
な
り
ま
し
た
。 

 

【
農
業
学
園
】 

【
農
業
学
園
】 

 

普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
年
、

新
規
就
農
者
や
就
農
間
も
な
い
農

業
者
を
対
象
に
農
業
学
園
を
開
催

し
て
い
ま
す
。 

 
 

今
年
度
も
全
八
回
の
講
座
を
開
催

し
、
第
五
回
講
座
の
「
先
端
営
農

技
術
研
修
講
座
」
で
は
、
井
関
農

機
株
式
会
社
の
「
夢
あ
る
農
業
総

合
研
究
所
」
で
、
最
新
の
農
業
機

械
を
使
用
し
た
営
農
技
術
に
関
す

る
講
習
お
よ
び
施
設
等
の
見
学
を

行
い
ま
し
た
。 

 

参
加
者
か
ら
は
、「
ど
ん
な
栽
培

品
目
に
対
し
て
自
動
定
植
が
可
能

な
の
か
」
な
ど
の
質
問
が
寄
せ
ら

れ
、
最
新
営
農
技
術
に
興
味
を
持

っ
て
く
れ
た
よ
う
で
す
。 

 

次
年
度
以
降
も
農
業
学
園
を
開

催
予
定
で
す
。
是
非
、
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

【
農
業
後
継
者
ク
ラ
ブ
】 

 

平
成
三
一
年
一
月
一
〇
日
に
、

農
業
学
園
第
七
回
講
座
「
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
活
動
発
表
会
」が
行
わ
れ
、

農
業
学
園
を
通
し
て
結
成
さ
れ
た

農
業
後
継
者
ク
ラ
ブ
二
組
の
グ
ル

ー
プ
が
発
表
し
ま
し
た
。 

 

 

今
年
度
で
解
散
と
な
る
女
性
農

業
者
グ
ル
ー
プ
「
嫁
～
ず
☆
」
の

箕
輪
氏
は
、
家
事
や
育
児
、
農
業

経
営
で
忙
し
い
中
で
の
充
実
し
た

九
年
間
の
グ
ル
ー
プ
活
動
に
つ
い

て
報
告
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、「
ミ
ラ
ク
ル
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｋ
」

の
新
堀
氏
は
、
今
年
度
初
め
て
導

入
し
た
加
工
用
米
品
種
「
と
よ
め

き
」
の
栽
培
試
験
に
つ
い
て
発
表

し
ま
し
た
。
こ
の
成
果
を
平
成
三

一
年
一
月
二
九
日
に
開
催
さ
れ
た

「
茨
城
県
農
業
青
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
実
績
発
表
会
」
で
発
表
し
、
優

秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

 

行
方
地
域
農
業
後
継
者
の
育
成 
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施設見学の様子 
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雑草イネの穂（右） 
圃場での雑草イネ（左） 

自走式堆肥散布機による
散布作業 

トマト塩糀スパイシー（右） 
トマト塩糀（左） 

  

浅
野 

国
彦
さ
ん 

（
潮
来
市
小
泉
） 

 

浅
野
さ
ん
は
、

潮
来
市
の
潮
来
地

区
で
、
施
設
野
菜
（
コ
マ
ツ
ナ
）

を
主
体
と
し
て
水
稲
を
組
み
合
わ

せ
た
複
合
経
営
を
営
ん
で
い
ま
す
。 

 

潮
来
市
認
定
農
業
者
連
絡
協
議

会
に
所
属
し
、
中
核
農
家
と
し
て

活
躍
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
農
業

大
学
校
園
友
会
長
と
し
て
後
継
者

育
成
に
も
尽
力
し
て
い
ま
す
。 

 

 

塙 

真
人
さ
ん 

（
行
方
市
次
木
） 

塙
さ
ん
は
、

他
産
業
を
経
験
し
，
六
年
前
に
新

規
参
入
し
ま
し
た
。
行
方
市
の
次

木
地
区
で
露
地
ネ
ギ
と
小
ネ
ギ
を

中
心
と
し
た
経
営
を
営
み
、
近
年

注
目
さ
れ
て
い
る
香
菜
（
パ
ク
チ

ー
）
の
生
産
も
行
っ
て
い
ま
す
。

規
模
拡
大
、
周
年
安
定
生
産
を
目

指
す
ほ
か
、
所
属
し
て
い
る
香
菜

部
で
は
栽
培
技
術
を
構
築
す
る
た

め
に
試
験
栽
培
を
積
極
的
に
取
組

ん
で
い
す
。 

 
 

基
幹
品
種
の
「
ベ
ニ
ア
ズ
マ
」

は
、
連
作
障
害
等
に
よ
り
品
質
が

低
下
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
畜

ふ
ん
堆
肥
（
豚
ぷ
ん
堆
肥
ま
た
は

牛
ふ
ん
堆
）
施
用
に
よ
る
土
づ
く

が
、
品
質
を
高
め
る
効
果
を
検
討

し
ま
し
た
。 

畜
ふ
ん
堆
肥
を
施
用
す
る
こ

と
で
、
「
ベ
ニ
ア
ズ
マ
」
の
品
質

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
期
待
で
き

ま
す
。
た
だ
し
、
施
肥
前
の
土
壌

診
断
を
行
い
、
土
壌
養
分
を
把
握

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
特
に
、

養
分
過
多
に
よ
る
生
育
障
害
（
つ

る
ぼ
け
等
）
の
発
生
に
注
意
が
必

要
で
す
。ま
た
、未
熟
な
堆
肥
は
、

病
害
虫
発
生
の
原
因
と
な
る
の
で
、

完
熟
し
た
堆
肥
を
使
用
し
ま
し
ょ

う
。 

 

 
 

雑
草
イ
ネ
は
脱
粒
し
や
す
い

赤
米
で
、
出
穂
期
が
遅
く
草
丈
が

長
い
等
の
特
徴
を
持
ち
ま
す
。 

栽
培
種
と
同
じ
「
イ
ネ
」
な
の

で
、
通
常
の
除
草
剤
で
の
防
除
が

難
し
く
、
発
見
が
遅
れ
て
放
置
す

る
と
、
等
級
落
ち
や
減
収
な
ど
大

き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。 

 

防
除
対
策
は
、
大
き
く
分
け
て

次
の
三
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

①
遅
め
の
田
植
え
で
発
芽
さ
せ
た

雑
草
イ
ネ
を
う
な
い
こ
む 

②
除
草
剤
の
三
回
体
系
処
理 

③
手
取
り
除
草 

詳
し
い
内
容
は
農
研
機
構
や

植
調
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参

照
の
他
、
雑
草
イ
ネ
と
思
わ
れ
る

イ
ネ
を
み
つ
け
た
ら
普
及
セ
ン
タ

ー
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 
 

☆
農
産
加
工
品
コ
ン
ク
ー
ル 

緑
と
風
の
農
園
（
行
方
市
）
の

「
ト
マ
ト
塩
糀
ス
パ
イ
シ
ー
」
が

金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、

「
ト
マ
ト
塩
糀
」
は
ア
イ
デ
ア

賞
・
テ
イ
ス
ト
賞
を
受
賞
し
、
見

事
Ｗ
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。 

      
 

◎
自
給
飼
料
コ
ン
ク
ー
ル 

遠
峰
牧
場
（
潮
来
市
）
が
茨
城

県
議
会
議
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

遠
峰
牧
場
は
今
年
度
か
ら
飼
料
生

産
体
系
を
大
き
く
変
え
品
質
向
上

を
図
る
こ
と
に
成
功
し
、
今
回
の

受
賞
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。 

○
飼
料
米
コ
ン
テ
ス
ト 

(

株)

レ
イ
ク
フ
ォ
ー(

行
方
市)

が
協
同
組
合
日
本
飼
料
工
業
会
企

画
振
興
委
員
長
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。作
付
品
種
は「
あ
き
だ
わ
ら
」

で
反
収
は
十
一
俵
を
上
回
り
ま
し

た
。 

 

 

支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
農
業
経
営

や
企
業
参
入
に
関
す
る
総
合
的
な

相
談
窓
口
で
す
。
法
人
化
や
規
模

拡
大
等
に
よ
り
、
経
営
発
展
を
目

指
す
意
欲
の
あ
る
農
業
経
営
者
や

第
三
者
へ
の
経
営
継
承
を
考
え
て

い
る
経
営
者
を
対
象
と
し
て
各
種

支
援
制
度
の
紹
介
、
専
門
家
か
ら

な
る
支
援
チ
ー
ム
の
派
遣
等
相
談

内
容
に
応
じ
た
支
援
を
お
こ
な
っ

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 

 

土
壌
く
ん
蒸
剤
「
ク
ロ
ル
ピ
ク

リ
ン
」
は
被
覆
が
必
要
な
農
薬
で

す
。
被
覆
を
し
な
い
と
、
十
分
な

効
果
が
期
待
で
き
な
い
ば
か
り
か
、

周
辺
の
農
作
物
や
人
、
家
畜
類
に

被
害
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
作
業
時
は
保
護
具
を

着
用
し
、
作
業
者
と
近
隣
地
域
へ

の
ガ
ス
に
よ
る
被
害
防
止
の
た
め

に
必
ず
被
覆
を
行
っ
て
下
さ
い
。

特
に
人
家
や
畜
舎
・
鶏
舎
の
近
く

で
は
被
覆
の
他
、
気
温
・
風
向
き
・

事
前
の
お
知
ら
せ
な
ど
、
危
害
防

止
に
十
分
配
慮
し
て
下
さ
い
。 

ク
ロ
ル
ピ
ク
リ
ン 使

用
上
の
注
意 

県
主
催
の
コ
ン
ク
ー
ル 

受
賞
者
紹
介 

雑
草
イ
ネ
に
ご
注
意
を
！ 

 

カ
ン
シ
ョ
栽
培
に
お
け
る 

畜
ふ
ん
堆
肥
の
施
用
効
果  

普 及 だ よ り 

～農業機械の盗難に気をつけましょう・農作業事故防止につとめましょう～ 

平
成
三
〇
年
度
認
定 

茨
城
県
農
業
経
営
士
の
紹
介 

平
成
三
〇
年
度
認
定 

茨
城
県
青
年
農
業
士
の
紹
介 

茨
城
県
農
業
参
入
等 

支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設 


